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演  題  「全顎咬合崩壊のケースをインプラントにより   

回復した１症」 

演者名 渡辺猛士 

日 付 2008年9月30日 

keywords 
1. 咬合崩壊 

2. インプラント 

3. ＭＴＭ（ＬＯＴ） 

抄 録 
 

今 回 は 全顎 的 咬合 崩壊 に 対 する イ ンプ ラン ト を 用い た 修復 につ い てご

報告します。 

本 ケ ー スは 患 者に よる と 数 歯の 歯 牙崩 壊→ ブ リ ッジ に よる 修復 → 支台

歯 ごとの欠 損―を 繰り 返しパー シャル デン チャー併 用の修 復→ 更なる欠

損 という流 れで咬 合崩 壊に至っ たケー スで ある。術 者観察 にと ると確か

に 患者の言 うとお りの 流れかも しれな いが 、根底に ブラキ シズ ムなどの

非機能圧や、過大な咬合力というものが伺える。 

患 者 が 上記 崩 壊の 繰り 返 し を嫌 っ てお り、 開 始 前の 条 件と して ① ブリ

ッ ジを使わ ない（ イン プラント 部を除 く） ②パーシ ャルデ ンチ ャーを併

用 しない、 さらに 再三 の説明に も関わ らず ③ナイト ガード は使用しない 

と の条件を 提示さ れた 。①、② はとも かく ③につい てはそ のリ スクにつ

いて詳細に説明し、同意を得た上で治療に入ることになった。 

ま だ 治 療後 一 年半 では あ り ます が 過大 な機 能 圧 に対 す る不 安は あ るも

の の現在の ところ 順調 に推移し ており ます 、諸先生 方のご 意見 ご指導を

よろしくお願いします。 
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演題 「小児咬合誘導と混合歯列模型分析による診断』 

演者 鮫田誠也 

日付 平成 20 年 9 月 30 日（火） 

Keywords 

1. 咬合誘導 

2. 模型分析 
 

抄録 

近年、歯科検診を希望して来院する小児患者の多くに、歯列不正、不正咬合

が見られます。その多くは前歯部の叢生や１ ２歯の切歯逆被蓋であり、この

ような小児患者が来院した場合、処置を行うべきか、経過を見るべきか判断に

悩むことがあるのではないでしょうか。このような歯列不正、咬合不正を認め

る小児患者に対して我々は正常な発育パターンに乗せてあげることが求められ、

これにより成人での多くの不正咬合は予防できるはずです。今回は当院で行っ

ている、模型分析を中心とした小児の歯列不正、不正咬合の診断と治療の手順

について発表させていただきます。諸先生方のご意見をどうぞよろしくお願い

いたします。 


